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作成基準⽇︓2025年6⽉30⽇

・ 組⼊銘柄数︓マザーファンドベース

■設定来の基準価額とベンチマーク TOPIX（東証株価指数、配当込み）の推移
・ 運⽤状況によっては分配⾦が⽀払われない
場合があります。

決算期 分配⾦
第6期(2020年12月7日) 0円
第7期(2021年12月6日) 0円
第8期(2022年12月6日) 0円
第9期(2023年12月6日) 0円
第10期(2024年12月6日) 0円

設定来累計 0円

• ベンチマークはTOPIX（東証株価指数、配当込み）です。
• 分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものとして計算しています。
• 設定⽇前⽇を10,000として指数化。

・ 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
・ 分配⾦を再投資した基準価額の騰落率です。
・ 基準価額は信託報酬控除後の価額です。信託報酬率については、上記「信託報酬」欄をご参照ください。
・ 設定来騰落率は設定⽇前⽇との⽐較です。

■基準価額（税引前分配⾦再投資）とベンチマークの騰落率

■分配実績（1万⼝当たり、税引前）

1ヵ⽉ 3ヵ⽉ 6ヵ⽉ 1年 2年 3年 設定来
ファンド 2.15% 5.67% 1.16% 1.23% 28.88% 65.27% 146.18%

ベンチマーク 1.96% 7.52% 3.83% 4.10% 30.74% 64.32% 138.23%

※この資料に記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、全てベビーファンドベースです。投資⽐率は、マザーファンドの投資⽐率と当ファンドが保有するマザーファンド⽐率より
算出しております。

■組⼊上位銘柄 ■組⼊状況
銘柄名 業種名 投資⽐率

1 Ｔ＆Ｄホールディングス 保険業 4.08%
2 三井住友フィナンシャルグループ 銀⾏業 4.01%
3 オリックス その他⾦融業 2.57%
4 伊藤忠商事 卸売業 2.40%
5 上村⼯業 化学 2.29%
6 スターツコーポレーション 不動産業 2.19%
7 東京海上ホールディングス 保険業 2.16%
8 スズキ 輸送⽤機器 2.14%
9 ベルク ⼩売業 2.05%

10 ニチアス ｶﾞﾗｽ･⼟⽯製品 1.97%

設 定 ⽇
信 託 期 間
決 算 ⽇
信 託 報 酬

2015年3⽉12⽇
無期限
原則、毎年12⽉6⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）
ファンドの⽇々の純資産総額に対して年率0.869％（税抜0.79％）以内

基 準 価 額 24,618円
純 資 産 総 額 11,975(百万円)
マザーファンドの
純 資 産 総 額
組 ⼊ 銘 柄 数 104銘柄

78,395(百万円)
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組⼊対象 投資⽐率
株式 98.47% 

東証プライム 91.18% 
東証スタンダード 7.07% 
東証グロース -
地⽅単独 0.23% 
その他 -

株式先物 1.06% 
キャッシュ等 0.47% 

計 100.00% 
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■⽉次コメント

作成基準⽇︓2025年6⽉30⽇

業種名 投資⽐率
1 化学 10.89% 

2 輸送⽤機器 9.76% 

3 電気機器 8.90% 

4 銀⾏業 6.69% 

5 情報･通信業 6.51% 

業種名 ファンド ベンチマーク
1 化学 10.89% 4.80% 

2 輸送⽤機器 9.76% 6.71% 

3 保険業 6.23% 3.28% 

4 その他⾦融業 3.50% 1.11% 

5 ⾦属製品 2.87% 0.48% 

業種名 ファンド ベンチマーク
1 電気機器 8.90% 17.89% 

2 医薬品 1.33% 3.95% 

3 ⾷料品 0.76% 3.03% 

4 その他製品 1.19% 3.42% 

5 銀⾏業 6.69% 8.80% 

■対ベンチマークオーバーウェイト業種 ■対ベンチマークアンダーウェイト業種

■組⼊上位業種

シュローダー
⽇本ファンド（野村SMA・EW向け）

マンスリーレポート

【市場概況】
6⽉はイスラエルとイランの停戦合意の報道や⽶国の相互関税交渉進展の期待感から⽉末にかけて買われ、⽇本株は上昇しました。⽉の前半は、⽇⽶関税交
渉の結果を⾒極めたいとの様⼦⾒姿勢から概ね横ばい圏での推移となりました。13⽇（現地時間）にはイスラエルがイランに対する攻撃を開始し、地政学リスク
の⾼まりから売りに押される動きとなりました。後半に⼊ると、21⽇（現地時間）には⽶国がイランの核施設への攻撃を⾏ったと報じられ、中東情勢の緊迫化から
売り優勢の展開となりました。但し、その後23⽇（現地時間）にトランプ⼤統領がイスラエルとイランの停戦合意を発表すると、早期の停戦となったことから投資家
のセンチメントが改善し買い戻しの動きが強まりました。加えて、7⽉9⽇に期限を迎える相互関税交渉について、⽶ベッセント財務⻑官が延⻑の可能性を⽰唆した
ことや⽶FRB⾼官による早期利下げ⽀持の発⾔も相場の⽀援材料となり、⽉末にかけては買い優勢の展開で引けました。

【運⽤概況】
6⽉のファンドパフォーマンスは+2.15%となりました。⽇⽶関税交渉の先⾏き不透明感などからトヨタ⾃動⾞をはじめとする完成⾞メーカー株が下落し、それらの銘
柄をアンダーウェートまたは⾮保有としていることがプラスに寄与しました。
個別銘柄では半導体関連株を⾒直す動きが強まったことが株価の追い⾵となった東京精密やニチアス、FUJIなどの株価上昇や、良好な業績⾒通しを受けたネク
ソンの株価上昇などがプラスに寄与しました。
⼀⽅で、⾮保有としているソフトバンクグループ、任天堂、アドバンテストなどの株価上昇や、好材料消化後のT&Dホールディングスの反落などがマイナス寄与となり
ました。

【今後の運⽤⽅針】
当ファンドでは個別銘柄に対する調査に基づく中⻑期の業績⾒通しや株価の割安度などを重視した銘柄選択を⾏い、⻑期的なリターンを最⼤化することを意識し
た運⽤を⾏っています。基本戦略は成⻑性と割安さを兼ね備えた銘柄の発掘と⻑期保有です。
⻑期の成⻑性については、定量的なデータに加えて事業モデルの堅牢性や経営者の哲学など定性的な要素を加味して考察を加えます。また、企業の成⻑を⻑い
時間軸で捉えるためには、過去に辿ってきた道筋を遡って検証することも重要です。そうした過程の中から企業の本質的な強みや弱みが浮き彫りになってくることが
あります。
割安度については収益予測に基づいたPER（株価収益率）を軸とした上で、様々な評価尺度や⼿法を参照し、多⾯的に判断するよう⼼掛けています。
6⽉の株式市場の上昇にはいくつか違和感が残る点がありました。
まずTOPIXに対して⽇経平均の上昇率が顕著に⾼かったことです。⽶国株式市場の急ピッチの上昇を受けて、連動性が⾼く流動性もある⽇経平均先物がやや
機械的に買われた可能性が窺われます。次にTOPIX採⽤銘柄に対する市場コンセンサスベースの業績予想が5⽉、6⽉と⽉を追うごとに下⽅修正となる中で逆
⾏⾼している点です。4⽉初旬までの株価急落に対して、追いついていなかった業績予想の下⽅修正が遅れて反映された結果と楽観視することも可能ですが、関
税や円安修正の影響に留まらず需要の減退や利益率の低下を徐々に織り込み始めた⾯があると考えると注意が必要です。個別銘柄においても業績予想が下
⽅修正になっているにも拘わらず株価が上昇している場合には警戒が必要だと感じます。
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お申込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、
ご⾃⾝でご判断ください。
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本資料に関するご留意事項
■お申込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断ください。投資信託説明書（交
付⽬論⾒書）は、販売会社（野村證券）にご請求ください。ファンドの販売条件等の詳細につきましては、販売会社（野村證券）にお問い合わせください。
■本資料は、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社（以下「弊社」といいます。）が設定した投資信託に関する商品説明資料であり、法令に基づく開
⽰書類ではありません。■投資信託は、⾦融機関の預貯⾦と異なり、元⾦および利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預⾦または保険契約で
はなく、預⾦保険および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀⾏等登録⾦融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護基⾦
の⽀払対象ではありません。■本資料に⽰されている運⽤実績、データ等は過去のものであり、将来の投資成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。投資
資産および投資によりもたらされる収益の価値は上⽅にも下⽅にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。また外貨建て資産の場合は、為替レートの変動に
より投資価値が変動します。■本資料は、作成時点において弊社が信頼できると判断した情報に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは
完全性について、これを保証するものではありません。■本資料中に記載されたシュローダーの⾒解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所⾒や展望
を⽰すものであり、将来の動向や予測の実現を保証するものではありません。市場環境やその他の状況等によって将来予告なく変更する場合があります。■本資料
中に個別銘柄についての⾔及がある場合は例⽰を⽬的とするものであり、当該個別銘柄等の購⼊、売却などいかなる投資推奨を⽬的とするものではありません。また
当該銘柄の株価の上昇または下落等を⽰唆するものでもありません。■本資料中に含まれる第三者機関提供のデータは、データ提供者の同意なく再製、抽出、あ
るいは使⽤することが禁じられている場合があります。第三者機関提供データはいかなる保証も提供いたしません。第三者提供データに関して、本資料の作成者ある
いは提供者はいかなる責任を負うものではありません。

■ファンドの関係法⼈

　●委託会社        シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社  [設定・運⽤等] 
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第90号
加⼊協会／⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、

     ⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会

　●受託会社 三井住友信託銀⾏株式会社 ［信託財産の管理等］

　●販売会社 野村證券株式会社  ［募集の取扱い等］
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第142号
加⼊協会／⽇本証券業協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、

         　　      ⼀般社団法⼈⾦融先物取引業協会、⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会
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